
【美術】 

〜ClassPad.net の各種ふせんを活⽤する〜 

〔2 授業⽬／全 3 授業〕お菓⼦のパッケージデザインを題材に、 
魅⼒的な創意⼯夫について考える授業 

お菓⼦のパッケージ鑑賞のみならず、⾃らお菓⼦の商品企画とパッケージデザインに挑戦する。 
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道具とその使い⽅、注意点などをテ
キストふせんにまとめておき、プロ
ジェクターや電⼦⿊板などを⽤いて
提⽰する。 
 
 
 
 
 
前回授業時に作成した 2 つのファイ
ルふせんによるワークシートをスラ
イドショー機能でつなげておき、ど
ちらもすぐに確認できるようにさせ
る。 

 

概要の説明 
前回の授業内容を簡単に振り返り、今回
は実際にお菓⼦のパッケージを制作して
いくことを伝える。 
 
 
 
 
道具の説明・使⽤上の注意 
お菓⼦のパッケージ制作に使⽤してもら
う道具と、その使い⽅を紹介する。ま
た、それらを使⽤する際に注意すべき点
も伝えておく。 
 
 
 
 
準備指導 
step2 で⽰した道具を準備させる。また、
各⾃の端末に、前回の授業時に作成した
ワークシートを表⽰させておく。 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：⽣徒が暮らす地域の特⾊や特産品を⽣かしたお菓⼦を考えさせ、その魅⼒が伝わるよ

うなパッケージをデザインさせることで、創意⼯夫の⼤切さを理解させる。 
⽣徒向けの⽬標：お菓⼦のパッケージを鑑賞し、商品企画からパッケージのデザインに⾄るまで、どの

ようなプロセスがあり、どのような創意⼯夫がなされているかを捉える。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・授業準備の時短／効率化：事前にリンクふせんやファイルふせんを⽤意することで、検索やプリント

配布の⼿間なく授業時間を有効に活⽤することができる。 
・個別最適学習の促進  ：カメラふせんで⽣徒の制作状況を記録しておくことで、個々のセンスやス

キルに応じたフィードバックが可能になる。 
・評価／評定を効率化  ：⽣徒の制作状況を記録したカメラふせんや、提出されたファイルふせんな

どにより、端末⼀つで本授業時の⽣徒評価が可能になる。 

step1 

step2 

step3 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
マスキングテープの使い⽅について
は、YouTube 動画「⼩学校図⼯技能
解説-表現の幅を広げる技法「絵の具
と使うマスキングテープ」
[MaskingTapeArt]」
（https://youtu.be/_eqj__Sqgkk）を
⾒せてもよい。その場合は、事前に
リンクふせんを⽤意しておき、授業
⽀援機能で⽣徒に配布していつでも
参照できるようにする。 
教員が実演する場合は、その様⼦を
カメラふせんで撮影させ、参照でき
るようにする。 
 
 
制作させている間、教員は教室（美
術室）内を巡回し、全員の参考にな
りそうな⼯夫や制作物をカメラふせ
んの機能で撮影しておく。 
 
 
 
 
 
Word などで作成した振り返りシー
トをファイルふせんにして、授業⽀
援機能を⽤いて⽣徒に配布し、⼿描
き機能で記載してもらう。 
また、各⾃の作品を撮影させたカメ
ラふせんと、振り返りシートのファ
イルふせんを、教員に課題として提
出してもらう。 
 
 
 
 
step4 においてカメラふせんの機能で
撮影しておいた映像を、プロジェク
ターや電⼦⿊板などを⽤いて⾒せ
る。 
また、YouTube 動画「洋菓⼦ブラン
ドのロゴデザイン。パッケージデザ
イン。プロの仕事の進めかた。スイ
ーツブランド、「⼭ノチーズ」がで
きるまで。」の URL
（https://youtu.be/qK50EJPMTXk）
を貼り付けたリンクふせんを⽤意し
ておき、授業⽀援機能で⽣徒に配布
して視聴を促す。 

実技指導 
アクリル絵の具の性質や混⾊の仕⽅、マ
スキングテープの使い⽅などを実演して
⾒せる。時間に余裕がありそうなら、⽣
徒に試してもらってもよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
制作指導 
パッケージ制作⽤の台紙を配布する。そ
して、道具を正しく丁寧に使い、各⾃の
表現したいものに適した⾊や技法を駆使
するよう促して、作品を制作させる。 
 
 
 
 
進捗と次回の⽬標確認 
道具を⽚付けさせた後、その⽇に出来た
ところまでの作品を撮影させ、提出して
もらう。また、教員は振り返りシートを
⽣徒に配布し、こちらも記⼊の上、提出
してもらう。 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
授業内で、全体の参考となるような⼯夫
をしていた⽣徒がいた場合は、その様⼦
を紹介する。ただし、次回授業で作品の
プレゼンテーションをしてもらうため、
どこまで詳細に扱うかについて配慮す
る。また、ロゴデザインやパッケージデ
ザインについて学べる動画を紹介する。 
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